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Ⅰ はじめに
近年、大学生の学力低下が問題となっているが1）、大
学生が授業以外に学修する時間は、年々減少してい
る2）。これまでにも e ラーニングなどの情報通信技術を
用いて自主的な学修促進への試みがなされてきたが、e
ラーニングの活用については自立した学習意欲の高い学
生への利点に対し、課外での積極的な利用への期待には
疑問を呈する意見もある3）。社会福祉士などの国家試験
を受験する学生の多い大学では、試験に向けた講座とい
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った対策が講じられている。しかし、いかにすばらしい
講座を開いたとしても、学生の自主的な学修がなければ
意味をなさず、学生自らが学修していくような手だてを
講じていく必要があると考えている。
このようなことから、本研究では、学生が自分の学修
状況を把握することをふまえ、自ら学修時間を確保して
いくことが期待でき、さらに教員にとっても学生の学修
状況の把握と指導に結びつきやすいような方法の提示を
目的としている。
なお、中央教育審議会大学分化会大学教育部会の審議
まとめ（2013）では、「学修とは、知識や技能を主体的
に学び修めること」とされていることから、本稿におい
ては、学びの総体ととらえた「学修」を用いている。ま
た、本研究で提示している学修シートを含む学修支援ツ
ールとその活用・評価方法については、特許出願済みで
ある。
Ⅱ 生活状況の把握
1．学生生活の現状
2014年に行われた調査では、1週間に「大学の授業関
連のレポート・課題・予習・復習」に全く時間を使って
いない学生の割合が 7％であり4）、「1時間未満」では
25％弱、自主的な学修を全く行っていない学生は 32.9
％であったとされる5）。また、1週間の学修が「0時間」
の学生は 23.9％、「30分程度」が 32.5％、「1時間程度」
が 20.5％、1週間に 1時間以内の学修では 76.5％にのぼ
るという調査結果6）や文系の学生の学修時間は 3年連続
で減少しているという報告もなされている7）。また、1
日の学修時間が 1時間程度よりも短い学生は約 70％8）、
大学の授業・ゼミ・研究室のための予習・復習を毎日行
っている学生は、1年生で 6.1％、4年生においては 5.1
％にすぎないとされるものもある9）。
学修時間が減少する一方、アルバイトやサークル・部
活動、学校行事やイベント、ボランティアなどの社会活
動に力を入れている学生は増加しており10）、「とても力
を入れた」「まあまあ力を入れた」と感じている学生の
合計割合は増加傾向にある（図Ⅰ－1）。
この中で、アルバイトについては 2012年に 63.8％で
あったのに対し、2016年には 75.1％と大幅に増加して
おり11）、頻度においても 1週間に 3日以上のアルバイト
が増加し12）、時間も長くなる傾向にある13）。
2．アルバイトと学修
平成 28年度における給与所得者の平均年収は 420万
円とされているが、その構成比においては、57.1％が
400万円以下であり、この 10年間、継続して 400万円
以下の給与所得者は半数を超えている14）。近年は、雇用
情勢の改善にともなう賃金引き上げ機運が高まりつつあ
り、景気の回復傾向は今後も維持される見込みではある
が、実質所得の回復は緩慢と予想されている15）。このよ
うな状況のもと、長期的にみると家庭からの給付や下宿
生の仕送りは減少傾向にあるのに対し、支出については
通学生、下宿生ともに増加している16）。
このような家庭からの給付の減少や支出の増加は学業
にも影響を与え、休学や退学せざるを得なくなる事態に
陥る場合もある。経済的な理由から休学や退学をした学
生の割合は、平成 19年度では 14.0％であったのに対
し、平成 26年度には 20.4％17）、さらに平成 28年には
21.2％にまで増加している18）。
金銭面に不足がある場合、以前であれば不足分やその
一部を奨学金で補い、社会人となってから返済していく
ことが多かった。しかし、近年、社会人で奨学金を返還
していく負担の大きさや返済しきれずに自己破産に追い
込まれるケースの急増が社会問題として大きく取り上げ
られるようになっている19）。このような影響から、大学
生が貸与型奨学金を申請することに躊躇するようになっ
てきており、奨学金の受給率は通学生、下宿生ともに減
少傾向にある20）。一方、受給平均額については、減少し
ていないことから、受給している学生あたりの受給金額
が増加していると推測される。さらに、貸与型奨学金受
給者の中には奨学金を「家庭全体の生活費」に充当して
いる学生も存在するとされている21）。
また、2017年における 1ヶ月の収入割合では、アル
バイトが収入に占める割合は 6割近くを占めており、こ
の割合は年々増加している22）。アルバイトをしている学
生の中には、家庭からの給付がない、あるいは家庭から
の給付のみでは就学継続が困難なためにアルバイトをし
図Ⅰ－1 大学生の生活実態
（ベネッセ教育総合研究所「第 3回大学生の学習・生活
実態調査」より作成）
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ている学生は、平成 14年度以前には約 1割程度であっ
たが、平成 16年度以降には 2割を超える水準にまで倍
増している。なかでも家庭からの給付がないためにアル
バイトを行う学生の増加は著しく、平成 14年度には 2.0
％にすぎなかったものが、その後増加を続け、平成 26
年度には 7.5％へと拡大している。そして、このような
学生は、週に 21時間以上の長時間のアルバイトに従事
せざるをえないという実態がある23）。
アルバイトと学修時間の関係では、アルバイトの時間
が長い学生ほど学修時間が短い傾向にあり、アルバイト
の従事状況と学修時間には負の相関がみられるとされ
る。また、週に 21時間以上のアルバイトをしている学
生では、授業の予習・復習をまったくしていない比率が
高いという報告がなされている24）。さらに、アルバイト
の時間と成績との関係では、アルバイト時間の長さと学
修成績の間に負の相関関係がある25）とする一方で、アル
バイト収入を学費に充てている学生は、収入を娯楽や嗜
好費に充てている学生よりも学業成績が良好であるとい
う報告もされている26）。
3．生活状況の把握の必要性
学修においては、その質も関係することから時間の長
さのみに着目するべきでないことは承知しているが、最
低限度の量的な学修時間が必要なのは自明のことであ
り、本研究では時間の長さに焦点をあてていきたい。
学生にはそれぞれの生活や事情がある。先述のように
サークルや部活動、あるいはボランティアなどの社会貢
献に力を入れている場合もあれば、学費のためにアルバ
イトをしている学生もある。そして、このような状況は
刻々と変化していくものである。例えば、入学当初には
経済的な問題のなかった場合でも、大学生活を送る中
で、家庭の事情から経済的な問題が生じることもある。
こういった場合、これまでアルバイトをしていなくても
アルバイトを始めるようになるであろうし、すでにアル
バイトをしていた場合、その時間を増やしたり、時給の
高い深夜のアルバイトに変更したりする可能性もある。
あるいは、家族の中の高齢者が介護の必要な状態になっ
たことで、その介護に時間をとられているといった状況
もあろう。このような場合、学修時間を増やす必要性を
理解していても、現状のままでは学修時間を増加させる
ことは困難である。あるいは、学修する時間の余裕はあ
るにもかかわらず、時間を有効に使えていないという場
合も考えられる。
現在の大学生にとっては、就学を継続するためのアル
バイトや熱意をかたむけている活動、あるいは家族のた
めの支援といった様々な事情を抱えながらも学修時間を
いかに確保していくかを考えていく必要がある。そのた
めには、学修のみに注目するのではなく、生活の一部と
して学修をとらえる必要があると考えている。そこで、
生活状況を理解したうえで、改善の検討をしていくため
の学修支援ツールを考えていきたい。
Ⅲ ソーシャルワークにおける枠組みの応用
1．既存の学修支援ツール
学修を支援するための様々なツールがこれまでにも開
発されてきている。
シートに記入していくものとしては、看護や介護分野
において技術を習得していく過程を記録するワークシー
ト27）、学修時間に着目したものとしては、スケジュール
帳のように日付が記載されたシートに学修した時間を毎
日記入し、学修状況を把握するものや学修する予定時間
を曜日ごとに記載し、学修計画をたてていくもの28）など
が開発されている。
スマートフォンで活用できるアプリケーションでは、
時間の管理や学修計画を提示することを目的として試験
までの残り時間が表示されるものや質問に答えていくと
勉強プランが提示されるものなどがある29）。
また、現在の学修状況を把握するためのアプリケーシ
ョンとしては、学修したテキストや教科ごとの時間が表
示されるもの、あるいは色を変えて塗ることで学修時間
が表示されるものなどがある30）。これらは、学修した科
目ごとの時間数を把握することで、科目ごとの学修時間
の偏りやバランスを分析しようとするものである。ある
いは、学修支援を目的としたものではないが、1日の行
動時間に着目したものとして、作業効率の向上を目指し
て仕事での作業内容や行動内容を記録したり31）、日々の
時間配分を見直すために 1日の行動を記録したりするも
のがある32）。これらのアプリケーションに共通する点
は、表示された項目や選んだ項目をチェックしていくだ
けでデータが蓄積されるといった簡単な操作によって使
用できること、また、蓄積されたデータの集計にもとづ
き棒グラフや円グラフでビジュアル化できることであ
る。そして、棒グラフや円グラフで全体的な増減やそれ
ぞれの項目についての割合、増減といった変化を表すこ
とで分析において意味をなすという点である。
しかし、本研究においては、全体から見た学修行動の
割合ではなく学修時間そのものに着目している。そし
て、いつであれば時間を増やしていけるのかを考えてい
こうとしているのであり、その材料となるどの日のどの
時間にどの程度の学修をしているのかという現状が分析
の際にも見えなければならない。
また、現状を把握し学修時間を増やすように学生に促
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したとしても、どのようにして増やしていけばよいのか
という方策を見つけられない場合や、能動的に学修を進
めるのが不得意な学生も多く33）、教員への依存傾向の強
い学生や学生生活への教員の指導・アドバイスに期待す
る学生が大幅に増加しているともされる34）。このため、
学修時間や生活状況についての適切な指導が求められ、
学生と教員が改善策を検討していく際の材料となる必要
もある。
以上のようなことから、ツールを考える際には、アプ
リケーションの共通点でもある①使用が簡単であること
②データが蓄積できること③ビジュアル化できること④
変化を認識できること、また、③のビジュアル化には、
具体的な学修状況のビジュアル化が必要であると思われ
る。
2．ソーシャルワークにおける生活理解方法の応用
次に、学修状況を理解する発想についてである。
ソーシャルワークでは、利用者の生活を固有な広がり
と流れをもつものとして理解しており35）、この発想を本
研究における学修状況の理解方法に応用しようとしてい
る。
ソーシャルワークにおける利用者理解の枠組として、
生態学的視座を用いてきた。生態学的視座は、生物と環
境の適合性に焦点をあてながら、その均衡・調和と相互
依存関係の維持・促進について、生態学的なものの見方
を提供するものである。生態学的視座は、人と環境が織
りなす生きざまや状況に反応していく生態として、生活
をトータルに把握しようとしている36）。また、人間の生
活は、時間の流れによって変化していくものである。そ
こで、生態学的視座は、「一旦達成された生物のバラン
スと社会的平衡がどのように維持されるかというプロセ
ス、およびバランスが崩れ平衡がこわされたとき、一つ
の相対的に安定した秩序からもう一つの異なった秩序に
どのように推移するかというプロセス」37）にも着目し、
時間とともに変化する生活全体の流れを理解しようとい
うのである。
また、変化する人間の生活は、それぞれの異なる要素
から構成されている。システム思考では、これらの要素
の結びつきがどのような働きをするかによって、システ
ム内の様々な変化となって現れ、さらに、要素間での相
互の働きは、要素同士の形も変化させていき、ひいて
は、システム全体の変容につながっていくという「構
造」「機能」「過程」ととらえる38）。
学生の生活状況も、環境の影響を受けながら刻々と変
化している。入学当初には自分が学修しようと思う時間
を自由に設定し、学修することができていたが、家庭の
事情による経済的な問題が生じ、アルバイトを始めるよ
うになる。すると、これまでのような自由な学修時間の
設定は困難となる。あるいは、これまでのアルバイトよ
りも時給の高い深夜のアルバイトに切り替えたために、
生活のサイクルが変化する。この影響から、学修時間の
減少や異なる時間帯での学修という変化が現れ、今まで
になかった習慣といったものを生むことにもなるであろ
う。生活における学修時間に焦点をあてた要素間の変化
が起きることになるのである。
このように、生態学的視座、システム思考ともに相互
変容、均衡、プロセスといったものに着目をしているの
であるが、これらの違いをその特徴から比較していくこ
とにする。
生態学的視座は、事実そのものを拡大した視野からと
らえ、生活という連続した営みのなかで人間の変容や成
長を状況として把握しようとするものである39）。これ
は、鳥瞰的な物の見方であり、久しぶりに会った親戚の
子どもに対して、細かい変化を認識することはできない
が、全体として大きくなったという変化を瞬時に感じる
ような感覚的なものである（図Ⅱ－1）。
一方、システム思考では、「相互に作用しあう要素の
集合」40）としての全体を「一つの均衡のとれた状態」41）と
とらえ、システム内を細かく分析していくという考え方
である。これは、感覚的なものではなく、ある物事につ
いてその中身の状況や仕組みをいわば虫眼鏡で拡大して
見ることで詳細に調べていこうとするようなものである
（図Ⅱ－2）。
これらをまとめると、生態学的視座は、人間の変容や
成長を状況として俯瞰的、感覚的に把握しようとするの
に対し、システム思考は、平面的、理論的・分析的な思
考であるといえる42）。また、これらにおける相違は、決
して相対立するものではなく、人と環境、変容、適応に
着目していることや統合的全体性を課題にしているとい
図Ⅱ－1 生態学的視座の特徴
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う点で共通性・相補性をもっている43）。
エコシステム概念は、これらを統合した概念であり、
「一方で生態学的視座がもつ生活という実体へのリアル
な実像理解を、人間と環境を含め動態として把握しよう
とする考え方と、他方では、システム思考がもつ、生活
という動態を理解可能な要素に分解し、系統的な思考や
記述方法を用いることによって、実体として把握するこ
とに説得力をもたせようとする方法とを統合した概
念」44）と定義されている。エコシステム視座では「生活
という状況や現実をシステムとして理解し、生活の広が
りや仕組み、関係や内容から体系的に考えることと、さ
らに生活を環境との相互関係、流れや変化を生態的に理
解」45）していくのである。これを図にしたものが、図Ⅱ
－3である。
本研究では、このエコシステム視座にもとづいた学修
支援ツールの活用によって、まず、感覚的に学修状況を
とらえ、さらにその状況を詳細に見ていくことで、どの
部分であれば学修時間を増やすことができるのかを考え
ていこうとしているのである。
3．ソーシャルワークにおける支援の流れの応用
ソーシャルワークでは、まず、利用者の生活状況を理
解するためにアセスメントを行う。この際にツールを用
いられることが多く、このツールから得られた情報をも
とに支援に向けた目標を検討し、この目標を達成できる
ようにプランニングをする。そして、プランニングにも
とづき実践し、ある程度の期間でこれを振り返ったうえ
で、再びアセスメントを行っている。
学修においてもツールを用いることで、同様の流れが
可能であると考えている。1日のなかでどの時間帯にど
の程度の学修を行っているのかをビジュアル化したツー
ルをもとに、まず、現在の学修状況を理解する。そのう
えで、学修時間を増やす必要がある場合、授業やアルバ
イトなどの学修以外の活動時間帯や時間数もビジュアル
化する。これをふまえ、改善が必要な場合には目標を定
め、その目標に向かってどの程度の期間で達成していく
のか、また、どのように改善していくことができるかを
考え、計画を立てる。そして、ある程度の期間実行した
後、振り返り、どのように変化してきたかを確認する。
さらに新たな目標を設定し、計画を立てて実行するとい
う流れになるであろう。ツールを使って学生自身がこれ
らを行うのであるから、いわば、セルフ・アセスメン
ト、セルフ・プランニングである。
しかし、先述のような学生生活についての指導を教員
に期待する学生に対しては、適切な指導が必要であろ
う。その場合、学修状況、生活状況の理解やそれにもと
づく改善への方策の検討といった流れを学生と教員が協
働して行うことになる。
Ⅳ 学修シートの概要
1．学修シートの形式
本研究では学修支援へのツールの開発を目指している
が、試行にあたっては紙ベースのシートを用いているこ
図Ⅱ－2 システム思考の特徴
図Ⅱ－3 エコシステム概念
（御前由美子『ソーシャルワークによる精神障害者の就労支援』明石書店、2011年、p 70）
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とから、学修シートと称している。まず、学修シートの
大きさは、シートへの記入や活用、携帯することを鑑
み、A 4サイズの用紙を用いている。また、形式につい
ては、1枚のシートに 1ヶ月分の日付を記載し、1ヶ月
単位を 1枚のシートとしている。そして、スケジュール
帳の様に日付と時刻を行列方向に配置し、時間列は 1時
間を半分に区切った 30分ごとの桝目状としている（図
Ⅲ－1）。
2．学修シートの使用方法
次に、シートの使用方法であるが、以下のような手順
で行う。
①1日に何時間の学修を目指すのかを考え、目標時間
を記入する。
②「トータル時間、目標、内容」欄であるが、この欄
は自由に使用することができ、その日に学修する予定の
内容を記入することも可能である。
③学修した時刻の桝目部分に 15分単位46）で塗りつぶ
図Ⅲ－1 学修シートの概要
図Ⅲ－2 学修シートの使用例
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していく。30分ごとの桝目になっているため、15分の
場合には 1桝の半分を塗りつぶすことになる。
④就寝前には 1日に学修した合計時間を「トータル時
間、目標、内容」欄に記入する。
⑤塗ったシートをもとに、今後の改善を検討する。
15分ごとに塗ったシートの例をあげると図Ⅲ－2のよ
うになる。
3．学修シートの特徴と学修状況の理解方法
本学修シートでは学修した時間のみに色を塗る。これ
を継続することで塗った部分と塗っていない部分からな
る様々な図柄のようなものが現れ、塗ったシート自体か
ら全体像を感覚的にとらえることができ、また、分析の
際には塗っていない部分に着目することで、今後に向け
た検討を行うことができる。本学修シートの特徴は、塗
っていくシートそのものによって現状理解と分析、検討
が行える点である。そこで、現れる可能性のある図柄の
例をパターンとしてあげていきたい。
まず、図Ⅲ－3のようなパターンである。この場合、
塗っている部分が後半にかけて増えている印象をもつで
あろう。したがって、初旬よりも下旬にかけて学修時間
が増えてきていることを感覚的に広がりとしてとらえる
図Ⅲ－3 学修時間の増加例
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ことができる。
図Ⅲ－4は、この逆のパターンであり、初旬よりも
徐々に学修時間が減ってきているということを認識でき
る。このような場合、生活に何か変化が起きている可能
性も考えられるため、なぜ学修時間が減少しているのか
を詳しく見ていく必要がある。
また、図Ⅲ－5では、塗った部分の日があいている。
このような場合は、学修時間が少ないうえに、学修習慣
がついていないという可能性がある。
このように、塗った部分によって全体像とその変化を
感覚的に認識できるのが生態学的視座にもとづく活用と
いえる。
このような感覚的な全体像や変化の認識をふまえ、次
に詳細を見ていくのであり、これがシステム思考にもと
づく分析となる。
例えば先の図Ⅲ－2の場合、全体的な印象として、学
修時間が多いとはいえない。そこで、毎日の状況を確認
すると、以下のようなことが確認できる（図Ⅲ－6）。
①学修の目標時間は毎日 2時間であるが、合計時間を
見ると、目標時間には足りていない傾向にある。
②水曜日と金曜日にはまったく学修していない。
このことから、学修時間を増やしていくための方策を
図Ⅲ－4 学修時間の減少例
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検討する必要のあること、また、水曜日と金曜日にまっ
たく学修していない理由を把握する必要のあることが理
解できる。
そこで、学修時間以外の生活状況を図Ⅲ－7のように
分析していく。
①について、目標時間に対する不足時間は、0.5時間
～1時間であることから、塗る部分が 1日に 1桝～2桝
不足している。
②について、水曜日、金曜日ともに授業は午後からで
あり、水曜日にはアルバイトも行っていない。しかし、
朝食時刻の 9時から 1時間以上の空白がある。
これをふまえ、今後の改善策を具体的に検討していく
のであるが、この例の場合、図Ⅲ－8のドットで示した
部分であれば、学修できる可能性がある。このため、現
実的にこの時間帯に学修できるかを検討し、可能であれ
ば実行していくことになる。
このように、学修シートを用いたエコシステム視座に
もとづく学修状況の理解は、具体的な学修時間の改善に
つながるのではないかと考えている。
図Ⅲ－5 学修習慣がついていない例
御前由美子：エコシステム視座にもとづく学修支援ツールの意義
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図Ⅲ－6 システム思考による分析 1
図Ⅲ－7 システム思考による分析 2
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Ⅴ 学修シートの試行
1．学修シートの試行概要
A 大学で国家試験の受験をめざす 4年生のうち協力
を得られた 11名を対象として、2017年 10月～2018年
2月初旬に本学修シートを試行した。
また、試行した学修シートは、学生自身にとっても記
念になるものであるため、現物の回収はせず、シートの
写真を撮って送ってもらうとともに、以下のような項目
での感想を求めた。
①シートの形式について
②シートの活用について（役立ったかなど）
③15分単位で塗ることについて
④就寝前に合計時間を記入することについて
なお、シートを試行するあたり、研究目的以外に使用
しないことを対象者に口頭と書面で説明したうえで、同
意書への署名を得ている。また、事例として用いる際に
は、シートの文字部分を最小限にしたうえで、アルファ
ベットを用いて人物が特定されないように配慮を行って
いる。
2．結果
感想では以下のような記述があった。なお、同じ内容
であると思われるものについては文章を省略し、人数の
みを記載している。
①シートの形式について
・このままでいいと思う。（8名）
・もっと大きくしてほしい。
・2週間を 1シートにした方がいい。
・バイトの関係上、深夜の時間の目盛りがほしかっ
た。
②シートの活用について（役立ったかなど）
・国試への意識が高まった。（7名）
・国試への意欲が高まった。
・あいている時間を見つけられた。（5名）
・焦るようになった。（4名）
・友達のシートを見て、焦りを感じた。
・刺激になった。
・勉強時間の全体的な変化がわかった。
・1日の勉強時間を見直した。
・勉強の時間帯を見直した。
・勉強場所による時間の違いを目視できた。
・自分への励ましになった。
・家での勉強時間を確保するように心がけることがで
きた。
・勉強時間の短さに気がついた。
・勉強する時の環境を見直した。（スマホを近くに置
かないなど）
③15分単位で塗ることについて
・気が楽だった。（6名）
・楽しくなった。（4名）
図Ⅲ－8 分析による改善案
御前由美子：エコシステム視座にもとづく学修支援ツールの意義
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図Ⅳ－1 学生 A のシート（10月）
図Ⅳ－2 学生 A のシート（1月）
図Ⅳ－3 学生 B のシート（10月）
図Ⅳ－4 学生 B のシート（1月）
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・細かい時間も勉強するようになった。（6名）
・国試を常に意識するようになった。
・国試への意欲が高まった。
・勉強していないことを意識するようになった。
④就寝前に合計時間を記入することについて
・キリのいい時間までもうひと踏ん張りできた。（4
名）
・楽しくなった。（2名）
・自分をほめることができた。（2名）
・勉強していない日に罪悪感を感じた。
・勉強にあてていない時間の使い方について振り返る
ことができた。
これらをまとめると、
①シートの形式については、このままでよいという意見
がある一方、大きさや目盛についての改善を望む声もあ
る。
②シートの活用について（役立ったかなど）は、焦るよ
うになったり、あいている時間を見つけたりすることに
役立つ、あるいは、国家試験への意識が高まったという
感想がある。
③15分単位で塗ることについては、気楽に続けられる
ことで細かい時間も勉強するようになっており、楽しい
気分になったという声もある。
④就寝前に合計時間を記入することについては、もう少
しだけ学修することや楽しくなったり、自分をほめたり
することにもつながったという感想がある。
また、シートについては、塗った部分に書き込みの少
ない学生 A、B の 2017年 10月と 2018年 1月のシート
をあげておくことにする（図Ⅳ－1～図Ⅳ－4）。
例にあげた学生 A、B を含む 10名に学修時間の増加
が見られた。（1名については、終盤のみの使用であっ
た。）また、学生 B のシートでは、塗りつぶさず斜線に
することで、ブロックごとの学修時間を記載しており、
他の学生のシートにおいても学修する場所によって色分
けをして塗るといった工夫がされているものもあった。
3．考察と今後の課題
シートの活用後の学生の感想において、「勉強時間の
短さに気がついた」「勉強時間の全体的な変化がわかっ
た」という記述があり、これはまさに本シートの意図す
る認識である。また、「勉強の時間帯を見直した」とあ
るように、夜遅い時間帯のみの学修では塗った部分が右
側に集中して現れ、偏りのある場合には時間帯としてと
らえやすい。そして、「自分への励ましになった」とい
うのは、学修時間が増えてくると必然的にシート全体に
色が広がり、努力を実感できることにつながっている。
さらに、「友達のシートを見て、焦りを感じた」につい
ては、周囲の友達に影響を受けやすい学生47）にとって、
友達の多く塗ったシートが少し見えただけで焦る気持ち
になっている。これらは、シート全体を感覚的にとらえ
る生態学的な効果であるといえよう。
また、「あいている時間を見つけられた」「1日の勉強
時間を見直した」については、塗ったシートを振り返っ
たうえで生活状況を確認したことから、自ら課題を発見
するとともに、改善のための方策を見出している。「勉
強場所による時間の違いを目視できた」というのは、塗
った部分の広さから生活状況を確認し、場所によって学
修時間に違いがあるという自分の傾向を認識している。
また、「勉強する時の環境を見直した。（スマホを近くに
置かないなど）」については、広く塗っている箇所の状
態を振り返ることで、LINE などが気になりあまり集中
できていなかったことに気づき48）、改善を試みたのであ
ろう。また、「キリのいい時間までもうひと踏ん張りで
きた」というのは、あと何分学修すれば何時間になるか
を考え、目標を達成するためにもう少しだけ学修時間を
のばすことにつながったのであろう。さらに、「楽しく
なった」「国試への意欲が高まった」「自分をほめること
ができた」という感想は貴重であり、本学修シートは学
修時間を増やす動機づけにも貢献できる可能性があるの
ではないかと考えている。
今回の対象者は、国家試験の受験を控えている 11名
のみであったことから、本学修シートを使用しなくても
学修時間が増加していた可能性は十分にあるだろう。今
後は、3年生以下を対象とした検証や本シートを使用し
た場合とそうでない場合の比較も行う必要があると考え
ている。さらに、学修の質も重要な要因であるため、特
許出願の範囲には 15分単位で塗る際の塗り方（例えば
集中できていなかった場合はドットや斜線を使うなど）
についても含めており、集中度による異なる塗り方をし
た場合の検証も必要であると考えている。
また、今回の検証は印刷されたシートを用いて行った
が、将来的にはスマートフォンに本支援ツールのアプリ
を入れ、記録をしていくことも可能である。これについ
ても特許の範囲に含めており、「学修支援ツール」とし
ている所以でもある。
お わ り に
大学生の学修時間を増やしていくために、学修シート
に色を塗るという方法を試行してきた。しかし、使用す
るのは学生自身であり、ツールの意図にもとづいた活用
をしなければ意味がない。支援ツールはあくまでも学修
するうえでの支援の一部にすぎず、これを使うことによ
御前由美子：エコシステム視座にもとづく学修支援ツールの意義
― １０１ ―
って学生自らが自主的に学修を行うようになることを期
待したい。しかし、学生自身が自分なりの学修方法を確
立している場合、決して強制するものではないというこ
とは言うまでもない。
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